




































































行動とは異なる行動システムとのバランスという観点から捉え直した（e.g., Sroufe and Waters, 
1977; Waters, 1981）。探索行動は、アタッチメント行動とは逆に、自ら進んでアタッチメント
対象から離れていく行動であり、その機能は環境に関する知識の獲得とされる。エインズワー






























中心とする（e.g., Mesman et al., 2016; van IJzendoon et al., 2006; van IJzendoorn and Sagi-Schwart, 






































北部の研究（e.g., Grossmann et al., 1985）と、Cタイプが高いという結果が示された日本（札幌）
（e.g., Takahashi, 1986, 1990）及びイスラエルのキブツ（e.g., Sagi et al., 1985）の研究である（e.g., 
Goldberg, 2000: 107 ― 113）。現在のアタッチメント研究における文化要因への関心は、「普遍性
（universality）」「標準性（normativity）」「敏感性（sensitivity）」「有能性（competence）」という「ア
タッチメント理論の四つの核となる仮説」（Mesman et al., 2016: 866）に関する比較文化的妥当





























赤ん坊が現実生活で普通に遭遇する種類の経験」（Ainsworth et al., 1978: viii）に近似するよう
設計された（6）。 





















況で、多種多様な馴染みのない人々に遭遇した」（Ainsworth, 1977: 142）。 























ヴァイン（LeVein, 2014; LeVein and Norman, 2008）は、標準比率との比較において特に不安定・
回避型（Aタイプ）の比率が高いという上述したドイツ北部の研究を巡りこの問題に取り組む。 











れほどなかった」（Grossmann et al., 1985: 245）。しかし、グロスマンら（Grossmann et al., 1985; 
Grossmann and Grossmann, 1990）は、赤ん坊のアタッチメント欲求に対する母親の敏感な応答
性に注目することで、アタッチメント理論を妥当とする結論に至る。 
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権威を主張していると正当に見なし得るかもしれない」（LeVein and Norman, 2008: 137）。ルヴァ
イン（e.g., LeVein, 2014）は、アタッチメント研究に含まれる道徳的評価を、1950年代以降の
アメリカ白人中流家庭に支配的な母子二者養育に関するイデオロギーの反映と見なす。 
 　以上のようなアタッチメント研究批判に基づき、ルヴァイン（LeVein and Norman, 2008）は、
アタッチメントの文化研究を、人類学における伝統的な養育文化研究として提案する。この場
合、養育は文化特異的な「美徳のモデル」（LeVein and Norman, 2008: 128）によって方向づけられ、
子どもは学習による「美徳のモデル」の内在化という社会化プロセスを経由して文化特異的な
対人関係パターンの雛形を形成することが仮定される（LeVein and Norman, 2008: 128）。この「文





































ウルビィ（Bowlby, 1991a: 68 ― 75）は、進化的過去における環境を更新世の狩猟採集社会に求め、












霊長類学者ハーディ（Hrdy, S. B.）の「協同養育仮説（the Cooperative Breeding Hypothesis）」が
重要である（9）。協同養育とは遺伝的両親ではない集団メンバーが子育てを援助する養育システ
ムとして定義される。ただし、通常、遺伝的父親に関する知識は不確実である。そのため、協








母親であった可能性が高い」（Hrdy, 2002: 102 ― 103）。 
 　協同養育は霊長類やそれ以外の哺乳類あるいは鳥類その他で営まれている。ハーディ（e.g., 
Hrdy, 2005b: 70 ― 72）は、この養育スタイルを「並外れて柔軟で日和見主義的な養育システム」
（Hrdy, 2002: 88）として特徴づける。このシステムで必要不可欠なのは母親による養育に対す
る他者からの援助それ自体であり、誰がどのように援助してくれるかに関する絶対的基準はな
い（e.g., Hrdy, 2002: 92）。とりわけ、人間は食料供給の協同性を伴う「徹底した協同養育者」
（Hrdy, 2005b: 13）であり、母親の養育が協同養育者の援助（に関する彼女の判断）に依存す
ゴリラ、ヒヒ、アカゲザルに関するその当時の霊長類研究が示していた「継続的な世話と接触による母親
の育児（the continuous-care-and-contact mothering）」（Hrdy, 2009: 83）である。しかし、独占的母子二者関係
に含まれない養育スタイルを営むティティモンキー、ベルベットモンキー、ハヌマンラングール等に関す
る研究が既に1960年代には利用可能だった点を踏まえ、ボウルビィによる霊長類研究の参照にはバイアス
の可能性が指摘されている（e.g., Hrdy, 2009: 83 ― 84）。











合、子捨てや子殺しにより子どもへの関与を断つ可能性があるとされる（e.g., Hrdy, 1999）（10）。 
 　民族誌記述に関しては、ボウルビィが生得的なアタッチメント欲求をEEAにおける適応的
応答と仮定した当時、コナー（e.g., Konner, 2005, 2010, 2016）を中心とした人類学者が、ボツ








基づき「狩猟採集民の幼少期モデル（the Hunter-Gatherer Childhood (HGC) model）」が構築され












tionary Adaptedness: EEAs）」が、HGCモデルに対しては「条件的適応としての幼少期モデル（the 
（10） ハーディ（e.g., Hrdy, 2005b: 74 ― 76, 2005c: 13）によれば、人間を除く霊長類で唯一の「徹底した協同養育
者」はマーモセット亜科のサルである。ワタボウシタマリンの母親は、人間と同様、養育援助の状況によっ
ては子どもへの関与を断つことがある。
（11） ただし、クンサン社会における養育の担い手は母親に限定されるものではない（e.g., Konner, 2016: 127 ―
 129）。
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Childhood as Facultative Adaptation (CFA) model）」が、それぞれの代替的な分析枠組みとして提
案されることになる（e.g., Konner, 2016: 123 ― 125）。現在、養育の多様性は、狩猟採集に限定さ
れない種々の生業形態における民族誌記述を背景としながら、特にその協同性との関連にお
いて、アタッチメントの文化研究における主要な関心の対象となっている（e.g., Keller, 2007, 
























































LeVein, 2004: 156 ― 158）。しかし、ルヴァインは、グシイの子どもが「有能な学習者」（LeVein, 
1990a: 463）であり、グシイのこのような養育実践が子どもの発達に及ぼす悪影響を示唆する

















































































という事実である（e.g., Meehan, 2014; Meehan and Hawks, 2013, 2014）。この意味において、アタッ
チメント研究が母子二者関係に注目することそれ自体に誤りはないと言えるだろう（Meehan, 
2014: 1790）。しかし、これは、子どものアタッチメントが母子二者関係のみから形成されるこ




















人に対してアタッチメント行動を示すことを必ずしも結果しない」（Meehan and Hawks, 2014: 












































































なのではない」（Thompson, 2017: 309）。このような違いに注目しながら、トンプソン（Thompson, 
153社会と倫理　第33号　2018年
2017: 316 ― 319）は、アタッチメントの文化研究と現在のアタッチメント理論をそれぞれ「文化













































































へ作用したと仮定するのが妥当であろう（e.g., Hrdy, 2005c: 22）。協同養育仮説は、単に養育の
協同性に関する進化モデルなのではなく、現在のアタッチメント理論との整合性を有する子ど
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